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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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ラ
イ
ン
の
安
全
対
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に
関
す
る
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主
意
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石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
施
行
以
来
、
す
で
に
八
カ
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安

全
対
策
の
か
な
め
と
も
い
う
べ
き
技
術
基
準
が
、
関
係
省
庁
の
告
示
と
い
う
形
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
ま
ま
、
い
ま
だ

告
示
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
な
い
。
こ
の
間
に
も
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
に
よ
る
航
空
機
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
建
設
が
、
幾
多
の
問
題
を
含
み
な
が
ら
、
現
実
に
強
行
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
関
東
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
及
び

国
鉄
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
計
画
が
、
地
方
工
作
を
含
め
て
進
行
し
て
い
る
。 

か
か
る
展
開
の
中
で
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
沿
線
住
民
や
心
あ
る
学
者
、
専
門
家
の
中
か
ら
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安

全
性
に
対
す
る
数
々
の
不
安
や
疑
義
が
表
明
さ
れ
、
加
え
て
関
係
す
る
法
令
等
の
不
明
、
不
備
な
点
も
指
摘
さ
れ

る
な
ど
、
続
発
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
反
対
運
動
に
正
当
な
根
拠
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
に
な
つ
て
い
る
。 

 
住
民
生
活
の
安
全
を
守
る
、
基
本
的
人
権
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
為
政
者
の
憲
法
上
の
責
務
で
あ
る
。
田
中
内 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

閣
も
、
そ
の
成
立
以
来
一
貫
し
て
、
福
祉
優
先
を
主
張
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
石
油
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
国
民
の
生
活
と
生
命
に
直
接
関
係
す
る
公
害
対
策
及
び
環
境
保
全
と
い
う
立
場
か

ら
、
次
に
若
干
の
質
問
を
提
起
す
る
。 

一 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
を
規
制
す
る
法
令
に
対
す
る
疑
義 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
制
定
の
目
的
は
、
災
害
の
発
生
防
止
に
よ
り
、
公
共
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
あ

る
。
田
中
通
産
相(

当
時)

も
法
案
審
議
の
際
に
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
こ
の
法
律
の
成
立
を
経
ず
と
も
建
設

で
き
る
が
、
法
制
を
整
備
し
て
国
民
の
生
活
を
守
る
の
は
、
政
府
の
責
任
で
あ
る
と
言
明
し
て
い
る
。
建
設
さ

れ
る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
沿
線
住
民
の
生
命
と
生
活
を
、
そ
の
事
故
か
ら
、
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。 

し
か
る
に
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
の
適
用
を
う
け
る
の
は
、
一
般
の
需
要
を
満
た
す
全
長
十
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
限
ら
れ
て
い
る
。
事
業
法
の
適
用
を
受
け
な
い
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン 

四 

 



 

(5) 

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
で
は
、
住
民(

地
方
自
治
体)

の
発
言
権
を
認
め
る
な
ど
、
住
民
の
法
的
権
利

を
定
め
て
い
る
。
事
業
法
の
適
用
を
受
け
な
い
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
沿
線
住
民
に
差
別
を
も
た
ら
し
は
し
な
い 

(4) 

消
防
法
と
事
業
法
と
で
は
安
全
保
持
に
お
い
て
差
が
あ
る
か
。 

(3) 

一
般
需
要
を
満
た
す
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
全
長
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
を
事
業
法
の

適
用
除
外
と
し
た
理
由
は
何
か
。
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
保
安
面
に
対
し
て
な
さ
れ
た

考
慮
の
内
容
は
何
か
。 

(2) 

な
ぜ
、
全
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
を
消
防
法
で
規
制
し
な
い
の
か
。 

(1) 

消
防
法
の
規
制
で
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
安
全
性
は
、
完
全
に
保
持
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
。
そ
の
根

拠
は
何
か
。 

の
安
全
性
は
、
消
防
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
。
消
防
法
の
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
が
、
告
示
さ
れ
る
技

術
基
準
に
照
ら
し
て
改
正
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
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二 

技
術
基
準
が
告
示
さ
れ
な
い
理
由 

(2) 

技
術
基
準
検
討
専
門
委
員
会
の
決
定
以
降
の
事
務
手
続
き
上
の
遅
延
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
処
置
経

過
と
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 

技
術
基
準
検
討
専
門
委
員
会
が
、
技
術
基
準
決
定
に
内
包
さ
れ
る
技
術
上
の
問
題
の
処
理
に
と
ど
ま
つ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
点
が
問
題
で
あ
つ
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(6) 
政
省
令
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
消
防
法
自
体
を
改
正
し
よ
う
と
し
な
か
つ
た
根
拠
は
何
か
。 

既
に
、
通
産
省
や
運
輸
省(

国
鉄)

等
に
は
、
独
自
の
技
術
基
準
が
あ
る
が
、
事
業
法
に
よ
る
技
術
基
準
が
今

も
つ
て
告
示
さ
れ
な
い
理
由
は
何
か
。
も
と
よ
り
住
民
の
生
命
と
生
活
に
重
大
な
影
響
を
も
つ
技
術
基
準
が
、

安
全
技
術
上
の
問
題
を
不
問
に
し
た
り
、
不
完
全
な
解
明
の
ま
ま
拙
速
安
易
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と

は
言
を
ま
た
な
い
。 

か
。
差
別
な
し
と
さ
れ
る
な
ら
そ
の
理
由
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

三 

事
業
法
に
い
う
保
安
距
離
に
つ
い
て 

(4) 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
付
加
的
な
処
置
を
ほ
ど
こ
し
て
安
全
性
が
保
た
れ
る
と
し
、
あ
く
ま
で
も
、
こ
の
一
・

五
メ
ー
ト
ル
に
固
執
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
述
べ
ら
れ
た
い
。 

(3) 

今
年
の
三
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
千
葉
市
で
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
漏
油
に
よ
る
火
災
実
験
の
結
果
で

は
、
人
家
と
の
保
安
距
離
を
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
保
安
距

離
を
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
選
ん
だ
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

(2) 

地
下
水
源
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
そ
え
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

(1) 

技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
第
二
条
に
よ
れ
ば
、
利
水
上
の
水
源
で
あ
る
湖
沼
、
貯
水
池
等
に
は
、

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
設
置
で
き
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

以
下
の
質
問
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
を
付
し
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

以
上
に
つ
い
て
、
告
示
が
近
々
に
な
さ
れ
る
に
せ
よ
、
現
在
の
段
階
で
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。 
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(7) 

道
路
境
界
と
の
保
安
距
離
は
、
省
令
の
技
術
上
の
基
準
で
一
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
に
接
す

る
土
地
の
権
利
者
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
後
人
家
と
の
保
安
距
離
と
の
関
係
か
ら
、
道
路
に
面
し
た
家
を

建
築
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
土
地
利
用
権
が
不
当
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
道
路
の
隣
接
地

の
土
地
の
利
用
形
態
は
、
道
路
の
使
用
状
況
と
と
も
に
変
化
す
る
と
は
考
え
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
何 

 

か
。 

(6) 

田
中
通
産
相
（
当
時
）
も
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
絶
対
の
安
全
性
は
な
い
と
述
べ
た
は
ず
で
あ
り
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
沿
線
住
民
に
と
つ
て
の
安
全
性
は
、
ま
さ
に
保
安
距
離
が
重
要
な
決
定
要
因
と
な
る
と
考
え
る
の
は

誤
り
か
。 

(5) 
仮
に
か
か
る
安
全
処
置
に
よ
り
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
自
体
の
事
故
が
発
生
し
に
く
く
な
る
に
せ
よ
、
事
故
発

生
後
の
事
態
（
住
民
生
活
へ
の
影
響
）
は
、
保
安
距
離
を
主
た
る
因
子
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
誤
り

か
。 
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九 

四 
耐
震
設
計
に
つ
い
て 

通
常
行
わ
れ
て
い
る
耐
震
設
計
の
内
容
は
、
地
震
時
に
発
生
す
る
外
力
が
、
弾
性
的
な
変
形
を
も
た
ら
す
こ

と
に
対
し
耐
え
せ
し
め
、
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
地
震
時
に
、
地
盤
に
塑
性
変
形
、
例
え

ば
地
割
れ
、
段
差
を
も
た
ら
す
外
力
に
よ
り
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

(1) 

地
盤
に
弾
性
変
形
を
も
た
ら
す
外
力
に
対
す
る
耐
震
設
計
式
を
選
定
す
る
実
用
的
な
根
拠
を
示
さ
れ
た

い
。 

(2) 

地
盤
に
塑
性
変
形
を
も
た
ら
す
外
力
に
対
す
る
耐
震
設
計
式
を
具
体
的
に
し
た
技
術
基
準
を
定
め
る
つ
も

り
は
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

右
質
問
す
る
。 


